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　看護学部は 2014 年 4 月に聖徳大学の 6 番目の学部



































































　8 月には UH マノア校との学術交流合意書が締結さ




ます。その翌年の 5 名の教員研修の際も残りの 2 日
間に参加させていただいたことが、私のシミュレー
ション教育のそれまでの考え方を大きく変える契機














ますと、この 1 年間の私を含めて 5 名で検討した事
項を中核にして、現在も微調整しながら、教育が整
備されていることが分かります。この教員 4 名と 6
月から 9 月まで THSSC への研修に向けての準備のた



















11 月には前年度に続き THSSC へ 5 名の教員を研修































習が 9 月末から翌年 2 月末まで行われるという大変
忙しい年でしたので、シミュレーション教育に関し
て学部 FD 活動に位置づけ計画的に実施しました。12
月の学部 FD ではシナリオ作成の説明をし、翌 2 月

































































補佐を置きその下に 13 の WG（現在は 11）を設置
しました。現在は学科長補佐 2 名で統括する WG を







































FDWG とシミュレーション WG を統合し、FDWG と
してその内部に小グループを作りシミュレーション
教育の普及と深化を FD 活動として継続できる体制






シナリオ WG を新設しました。この WG は学科目群
で使用可能な共通のシナリオを作成することになっ
ています。
3）日常的に PDCA を回すシステムの構築
　看護学部の運営体制を構築するのと並行して、学
部内のシミュレーション教育の共通理解と推進し続
ける体制を整えてきました。
　大学での ISO9001 取得に伴い、本学部は開設当初
から ISO9001 に基づく活動を始めることができまし
た。SWOT 分析を行い、分析結果から年度計画を立
案し、会議で報告していく中で、過去にシミュレー
ション教育を経験していない、もしくは、シミュレー
ション教育に賛成ではない教員も否応なくシミュ
レーション教育の内容について見聞きして意見を述
べる機会をもつことができました。
　ISO9001 の取得のためには、5 年後に目指す目標に
沿って、PDCA を回し続けなければなりません。常
に計画を実施しながら、同時に次に向けてチェック
する体制が必要でした。自己点検評価 WG を中心に
した本学部の小さな活動の中で小さい PDCA を回し
ながら、同時に本学部が目指す大きな PDCA を回し
ているという仕組み作りが徐々にできあがっていく
ことをこの ISO9001 の取得の過程で実感できました。
しかし、これを回していくのは非常に大変なことで、
教員の皆様の協力の賜物だと心から感謝しておりま
す。
　本学部では現在、この時にできた仕組みをベース
に PDCA を回しながら運営を行なっています。
4．今後に向けて
　本学部でシミュレーション教育に取り組み始めて
から 6 年余が経過しました。当時の看護教育界では
シミュレーション教育についてはほとんど議論され
ていませんでした。しかし、昨年あたりから学会や
雑誌での報告や特集が増えており、現在、厚生労働
省及び文部科学省での議論（看護基礎教育に関する
検討会）の内容にもシミュレーション教育が言及さ
れるようになっています。今後、これらの動向と本
学部で育成したい看護師像を見据えたカリキュラム
の変更を予定しています。
　さらに、本学部においてシミュレーション教育を
継続・発展させていくためには私や THSSC で研修し
てきた教員が欠けることがあっても持続可能なシス
テムを構築していく必要があります。2017 年度から
の科研費は今年度で終了します。次年度以降も新た
な学科目のメンバーを加えて継続できるようにチャ
レンジしようと考えています。
５．おわりに
　ここまでシミュレーション教育の導入を考え、推
進してこられたのは本学部の教員たちと事務職員の
皆様たちの力が大きかったのはもちろんですが、特
に、THSSC で研修した教員の皆様の本当に献身的な
力のおかげだと心から感謝しております。
　また、シミュレーション教育の一番の理解者であ
る学長、大学改革を先頭になってされている副学長
の存在が、この新しい教育方法を推進していく大き
な力となりました。
　先にも述べましたように、いくつかの大学でシミュ
レーション教育が試みられておりますが、学部全体
で取り組んでいるところはまだほとんどないと言っ
ていいでしょう。今後も教員間の協力を密にして、「気
品と実践力を備えた凛とした看護師」を育成するた
めに努力していきたいと考えています。
　最後に、遠い将来、米国のように臨床とジョイン
トして看護学シミュレーションセンターができるこ
とを夢想しています。
